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症例報告

外傷による頬脂肪体のヘルニア形成を

きたした1例

小川光一　　松本　　断　　佐々木正道

関山　三郎
岩手医科大学歯学部口腔外科学第二講座＊（主任：関山三郎教授）

〔受付：1979年10月11日〕

　抄録：今回われわれは，頬脂肪体の口腔内へのherniationを伴った右側頬粘膜部裂創の1例を経験した

ので報告する。

　症例は1歳2ヵ月の男児で，昭和54年1月15日午後7時歯ブラシをくわえて転倒し，歯ブラシの先端が右

側頬部に突き刺さり，口腔内に赤色を帯びた腫瘤が露出し，同日午後8時急患として当科を受診した。現症

は右側頬部にびまん性腫脹が認められ，腫瘤を咬むために閉口障害が見られた。口腔内所見は，右側耳下腺

乳頭部の遠心下部より栂指頭大棍棒状の形の，有茎性，表面は赤褐色・平滑・桑実状を呈し，弾性軟の軟組
織の醜を認めた．基部に噺・て裂創・・存在・，号に一致・た圧麟醜観られた．現病歴お・び現症

より外傷による頬脂肪体のherniationと診断し，ただちに全身麻酔下に頬脂肪体の組織隙復位・裂創縫合

術を実施した。術後経過は良好であった。

緒 言

　口腔領域とくに口腔内における小児の外傷は

物をくわえての転倒や衝突などにより受傷する

事が多い”2）。出血は少量であるが裂創を伴っ

た場合には縫合が必要となる。受傷の方向によ

っては，口蓋の弁状裂創，穿孔，頬粘膜への刺

創となるが，稀に頬脂肪体の露出をきたした報

告がある3’8）。

　今回われわれは，歯ブラシをくわえて転倒

し，頬脂肪体の口腔内へのherniationを伴っ

た右側頬粘膜部裂創の1例を経験したので，文

献的考察を加え，その概要を報告する。

症 例

　患老：1歳2カ月，男児。

　初診：昭和54年1月15日。

　主訴：右側頬粘膜部の腫瘤が気になる。

　家族歴および既往歴：特記事項なし。

　現病歴：昭和54年1月15日7時頃，家の中で

歯ブラシを咬んだり口の中に入れて遊んでいた

が，2～3歩あるいた所でゴザの端につまづき

転倒し，歯ブラシの先端が右側頬部に突き刺さ

ったが，すぐ抜け落ちた。出血は少量で止まっ

たが，口腔内に赤い肉のような物が見え，それ

を咬むため口が閉じられないようであった。同
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日午後8時，急患として当科を受診し，入院し

た。

　現症：全身所見：体格中等度，栄養状態良

で、レ∫泣し興奮気味であった。

　ll腔外所見：顔貌では右側頬部に軽度のびま

ん性腫脹が認められ，表面皮膚は正常で，熱

感・圧痛は認められず，波動も触知されなかっ

た。顎下リンパ節は両側とも大豆大・可動性で

圧痛はなかった。また，口腔内の腫瘤を咬むた

めと思われる閉口障害が認められた。

　口腔内所見：右側耳ド腺乳頭部に近接しその

遠心一ド部より，栂指頭大棍俸状の形態の，有茎

性，表面は赤褐色・平滑・桑実状を呈する腫瘤

を認めた（図1）。硬度は軟で可動性であっ

た。腫瘤の基部に一致して頬粘膜部の裂創が存

在し，新しい出血はほとんど見られず，裂創部

に少量の残留血液と血餅が見られた。患側の歯

は芸まで紬しており・詐噸した顕
が腫瘤に見られた。

　臨床検査所見：夜間急患で受診し時間外手術

であったため，胸部レ線撮影以外は，術前の検

査は実施されなかった。

　臨床診断：頬脂肪体のherniationを伴った

右側頬粘膜部裂創。

　処置および経過：患児は興奮状態であったた

めU腔内の創の大きさ・深さ，異物の有無など

の診査を試みたが，患児の協力を得ることは不

可能であった。現病歴および現症より腫瘤が頬

脂肪体と考えられたので，処置として早期の脂

肪体の復位と裂創縫合が必要と考えられた。1

月15日午後11時より緊急手術として，心電計の

モニター下に全身麻酔により口腔内の精査・頬

脂体の復位・裂創縫合術を実施した。

　腫瘤の大きさは直径約1cm長さ約2．5cmの

棍棒状の形をしており（図1），過酸化水素水

にて裂創内に残留する血液と血餅を除去し，歯

科用ゾンデにより探査すると，裂創部の後上方

に頬脂肪体の存在したと思われる組織隙が触知

され，組織隙部および創腔中に異物は認められ

なかった。創腔を消毒・洗浄し摂子にて腫瘤を

組織隙に挿入すると，裂創周囲粘膜部がわずか
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図1　頬粘膜の裂創より有茎性の突出を示す

　　頬脂肪体

図2　組織隙に容易に復位された頬脂肪体

に膨隆をきたしたものの，容易に復位された

（図2）。裂創部をデキソンの4－0で全層縫

合し，処置を終了した。裂創部の長さは約2cm

であった（図3）。

　術後経過では翌日は38℃の発熱を生じ右側頬

部の著明な腫脹をきたしたが，術後4日目より

急速に縮少し平熱となった。術後9日日には右

側頬粘膜部に栂指頭大の硬結を触知するのみと

なり退院した。退院後5週間目にはデキソン糸

は消失し硬結も創縁部に限局していた。術後8

ヵ月の現在，良好に経過している（図4）。
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考 察

　頬脂肪体が外傷により日腔内にヘルニアの形

成をきたした報告は，Clawsonら（1968）3）に

ょって　Trauma－induced　avulsion　of　the

buccal　fat　pad　into　the　mouthとしてはじ

めてなされた。っついてBrookeら（1969）4）

のTraumatic　pseudolipoma　of　the　buccal
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頬粘膜は平坦で創は治癒
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mucosa，　Browne（1970）6）のHerniation　of

buccal　fat　padなどとして，6症例が報告さ

れているにすぎない”。本邦では，われわれが

文献を渉猟した限りでは，現在まで報告例はな

く，わずかに日腔内の脂肪腫として最近報告さ

れた2症例が該’［／すると思われるのみであっ

た。10’m　（表1）

　本症の臨床的］1：項についてのこれまでの報告

例からみると，年齢は最少5カ月，最高4歳で

平均1歳10ヵ月であり，性別では男5例．女3

例であった。発症部位は，右側7例，左側1例

で右側に多い。受傷原囚は乳幼児の外傷事故の

最大原因である転倒5例，転落2例などであっ

た。受傷原因物としては，玩具やほうきの柄，

スフーンなど固い細長いものであるが，本邦で

表1　外傷による頬脂肪体ヘルニア報告症例

胸　報　告　者

1Clawson〕）
　　

21蹴誌。。・

3‘Turner5）

4　Browne6）

鞠年令…性酬位i㌶受傷原因物
　　1－．－

19682y 女

19692y4m　男

1969

1970　　10m　男

5　Cavina7）　　　　1972

　E4essengerと
　　　　　　　19774y6
　Cloyd8）

5m　男

男

7　川原ら1ω

8三科ら1D

9　小川ら

19781y6m女
　　　

19792y6m女

　1　　1

右転倒ほうきの柄
　　　　
右1転倒椅　　子．

ヘルニア形成の状態

黄赤色

緑黄色・有～ζ性
1直f］…2．5crn

罐設処鴫鯖
Q期固　麻酔1　診
　　　　　　　　当　日全麻復位有
　　　　　　　1
1　日全麻．切除有1

…学会発

｜表のみ

硫落娯の鹿の角変ξ認動性噸｛生’直当 日全麻復位無

右衝突‘スプーン有茎性　　1．5×1cm　5

右輔・・一・一扉ヴご需酬無痛当

右i転倒野・・‘ τ辮蕊鑑る゜×14
左馴歯・・シ噸鶉㌶茎性゜強～性

日．全麻切除有

日局麻1⇒有

・．㎞魎灘
⇒摘出1昨耀

19791y2m男　右転倒歯ブラシ 畜覆留懲淵軟当・．帷峰
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はいずれも歯ブラシであった。

　ヘルニア形成の状態は，大きさでは最大径が

約2cmほどで，色調は赤色から黄色であった。

処置は，頬脂肪体の切除5例，組織隙への復位

3例であり，受傷より処置までの期間は1日以

内のものが5例であった。これらの処置につい

ては，全身麻酔下で行われたものは7例と多

く，局所麻酔例は1例のみであり，このことは

受傷年令を考えると全身麻酔が不可欠であるこ

とを示している。

　口腔内とくに頬粘膜部に発生した脂肪腫と，

頬脂肪体との組織学的鑑別が，きわめて因難で

あることは，MacGregor（1966）12），　Panders

（1967）B）をはじめ諸家が等しく指摘している

ところである’4”5）。

　しかし，口腔領域の脂肪腫について，その発

生年齢をみると，Greer　and　Richardson“）

（1973）の16例では，最低27歳から最高70歳で

平均51歳であり，またHatziotis（1971）16）の

報告した145例のうち，頬粘膜部に発生した46

例についてみると，最低12歳から最高77歳で平

均52歳などでいずれも高齢者に多い12’13川）。ま

た経過期間は，2ヵ月から21年12），6カ月から

10年m，3週から21年で平均約7年16），14日か

ら30年17）などであり，これからみても外傷の直

後に生じる頬脂肪体のヘルニア形成とはあきら
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かに異なるものであることが推測される。

　先人の報告1°’1Dでは脂肪腫が頬粘膜にすでに

存在し，外傷によりそれが口腔内に出現したと

しているが，乳幼児および小児における口腔内

の脂肪腫はきわめて稀であり，また先天性の起

源をもつものである18）。先天性の脂肪腫では，

出生時にあるいは生後1～3ヵ月の間に母親に

よって粘膜の着色や腫脹として，すでに気付か

れたり，また，身体の発育につれて腫脹の増大

をみている正8’19）。

　本症例は，母親の日常の観察によれぽ，頬部

の腫脹や，頬粘膜部の淡黄色の着色もなく，顔

貌は左右対称性であり，ごく普通の状態であっ

た。また原因となった刺創に引き続き典型的な

脂肪ヘルニアの症状を示したので，組織学的検

索は実施しなかったが，本症例は頬脂肪体のヘ

ルニア形成と診断した。

結 語

　われわれは，1歳2カ月男児の口腔内刺創に

よる頬脂肪体のヘルニア形成をきたした稀な症

例を経験したので報告した。

　（尚，本論文の要旨は，昭和54年6月23日，

岩手医科大学歯学会第8回例会において発表し

た。）

　Abstract：Arare　case　of　traumatic　herniation　of　buccal　fat　pad　has　been　reported．

　Aboy，1year　2　months　of　age，　was　brought　to　the　imergency　room　of　our　hospital．　His　mo・

ther　told　that　the　child　had　fallen　while　playing　with　a　tooth－brush，　and　stabbed　the　tooth～brush

tip　into　his　mouth．　Examination　of　the　child’s　face　and　mouth　revealed　slight　swelling　on　the

right　side　of　the　face　and　a　red－brown　tumor　protruding　through　the　buccal　mucosa．　The　child

was　excited，　uncooperative，　and　in　moderate　discomfort．

With　the　patient　under　general　anesthesia，　the　fat　pad　was　grasped　with　forceps　and　gently

pushed　through　the　laceration　and　into　its　space．　Then　the　wound　was　closed　with　No．4－O

Dexion　sutures．

　The　postoperative　course　was　unevenful，　and　there　was　only　moderate　swelling　in　the　right　ch・

eek．　The　patient　was　discharged　from　the　ho3pital　on　the　ninth　day　after　admission．

　Six　weeks　after　discharge　from　the　hospital，　examination　revealed　that　all　edema　had　disappe・

ared　and　the　buccal　tissues　had　completely　healed．
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